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１ 元々の個体数が少ないもの 
 （分布が限定されているもの：地域固有種など）　 
　例）ツシマヤマネコ、ヤンバルクイナなど 

Ⓒナショナルジオグラフィック Ⓒナショナルジオグラフィック 
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２ 個体数が減少し、少なくなってしまったもの 
    = įƊªƧċ（絶滅の危機に瀕している種） 

コウノトリ ミヤコタナゴ シャープゲンゴロウモドキ 
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 3 法の有無にかかわらず、密漁等により絶滅の 
　 危機に瀕している種 

ミヤコタナゴ シャープゲンゴロウモドキ 
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 ■ lsYpdP]q]^RW 
　⇒ 元々の個体数が少ない、分布の南限等による希少種 

İƔÌ8�$I¬ēċ�

 ■ qvYahZ\u�nX|Z{QtgT�
��⇒ 人為的影響により激減した希少種 
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 ■ lsYpdP]q]^RW 
　⇒ 元々の個体数が少ない、分布の南限等による希少種 

İƔÌ8�$I¬ēċ�

 ■ qvYahZ\u�nX|Z{QtgT�
��⇒ 人為的影響により激減した希少種 
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・コイ科タナゴ亜科に属する 
　日本固有の淡水魚（体長約5cm) 

・東京大学の小石川植物園で　 
　発見されたことから、 
「ミヤコタナゴ」と命名された 

・かつては、Ŕ¸L§A¦ŔÚ�8Īķ'3�.!�
�Óç:İƔÌ5ŞƌÌ9�Ŵ89@Īķ�

・現在、文化財保護法における「天然記念物」、種の 
　保存法における「国内希少野生動植物種」に指定� 8 
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マツカサガイなどの 
淡水二枚貝類 
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　他のタナゴ類と同様に、二枚貝類に産卵する 
　łģ·9Ŋ4Cŝ�ő7ũěĪĿLƑ)I�

9 

Šƅ�Ơ9�G8îƘ'
ņ·:�9Ŋ4ĦŌ�



10 



• 丘陵やこれに続く平野部で、湧水を水源
とするような水の清澄な細流やため池な
どにすむ（君塚 2001）!

• かつては、印旛沼や手賀沼流域にも生息
していた（かつての印旛沼では泳ぐこと
ができた）!

• 印旛沼流域では大量に採れたため、食用
にされていた!

• 房総丘陵ではどこでも見ることができ、
多数生息していた!
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• 丘陵やこれに続く平野部で、湧水を水源
とするような水の清澄な細流やため池な
どにすむ（君塚 2001）!

• かつては、印旛沼や手賀沼流域にも生息
していた（かつての印旛沼では泳ぐこと
ができた）!

• 印旛沼流域では大量に採れたため、食用
にされていた!

• 房総丘陵ではどこでも見ることができ、
多数生息した!
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生息環境が消失・改変され、Īķ4"7#71.�

近年では、耕作放棄に伴う¤¼��8FI�¾C�
ミヤコタナゴを含む、ģ�9ĪŷĻƓĥ!ĔĂ�
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 環境改変により、産卵するŠƅ�Ơ!ÈÒ�　 

Šƅ�Ơ!7$J;óĹLï+7��　 
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 オオクチバスやブルーギルだけでなく、 
�aPxUkwahZDvxahZŗ9ºßċ
9�Ţ8FHĪķ4"7#71.　 

NsxR[xSi8FIĻƋő7�¾C 
（直接的な捕食、二枚貝類の捕食、生息環境の悪化等） 
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文化財保護法及び種の保存法で捕獲・譲渡（売買） 
・飼育等の行為が禁止されているにも関わらず、 
�qvYahZ9ƇƝ��Ƃû�!Ɔ/8�Ý　 
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ģƣ9Āĳ¤¼�ĀĳÖ¨�LĉI�

多様な植物が生育し自然度が高い自然護岸!
　⇔ コンクリート化され自然度が低い　　　　!
　　　　　　　　　　二面・三面護岸!

ĀĳÖ¨9żĴ:�ƖL¹´)I/$7#
ahZDŠƅ�9Īķ¤¼LŐ¹)I�

自然護岸の水路 二面護岸／三面護岸の水路 
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Šƅ�Ơ9Ļ#:¤¼9ź�8Ć��
（底質や水質の悪化、餌量などの低下）!
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Šƅ�Ơ9Ļ#:¤¼9ź�8Ć��
（底質や水質の悪化、餌量などの低下）!
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Šƅ�Ơ9Ļ#:¤¼9ź�8Ć��
（底質や水質の悪化、餌量などの低下）!
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タナゴ類 

二枚貝類 

ヨシノボリなどのハゼ科魚類・底生魚類 
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ヨシノボリに寄生したマツカサガイのグロキディウム幼生 

鰭に寄生し、体液を吸って成長し、その後河床に定着する 
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タナゴ類 

二枚貝類 

ヨシノボリなどのハゼ科魚類・底生魚類 
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įƊªƧċ:�2?4�I Ÿ G7��
 Ɨċ:�2ĜŢ)I Ÿ G7��

ミヤコタナゴ ヤリタナゴ 

����
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ミヤコタナゴ ヤリタナゴ 
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アメリカザリガニ（成体） io|[xSi��
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アメリカザリガニ（成体） 
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草刈り前 草刈り後 

地域と連携して草刈りなどによる環境改善を実施 

Īķ¤¼L�Ĳ'ÊĴ7ÔĽÃL�þ)I�
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生態などの科学的な知見を蓄積し現場へ還元 
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鴨川シーワールドや県内水面水産研究所などにおける系統保存 

研究者や水族館等の専門家・専門機関と連携し、 
生息域外における希少生物の系統保存を実施 
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自然観察会や展示を通して、qvYahZ
Lŀü8)I5��ĝL�A%5!Ďƕ　 

密漁者を「絶滅」させるためには、　 
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千葉県ミヤコタナゴ回復計画

平成2x年○月○日
千葉県環境生活部自然保護課
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未だに不明な点が多い二枚貝類の生態情報を 
収集し、Ø�ő7żĴêLƛ��ĄÝ)I�

　二枚貝類の保全のために、 
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　ミヤコタナゴを捕食する外来種だけでなく、 
�① 餌や生息空間を競合する 
　② 繁殖期にŠƅ�ƠLºß)I�
　③ ëċ��Ň£�!Ī(I�ťĥ!�I�

aPxUkwahZ9ŧĒĊƂLÛň)I

ĬÀőĈĵ�� Ɨċ9ŧĒ�ĊƂ9Ûň�
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Ë³ą!4"7�%5:Ýħ!DJ;ƞ���

  ● 外来種の排除によるミヤコタナゴ 
      個体群動態の変化 
  ● タイリクバラタナゴ、ヤリタナゴ、 
      モツゴの個体群動態 
  ● ミヤコタナゴとタイリクバラタナゴの  
      交雑による影響評価　　など 
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  ● 外来種の排除によるミヤコタナゴ 
      個体群動態の変化 
  ● タイリクバラタナゴ、ヤリタナゴ、 
      モツゴの個体群動態 
  ● ミヤコタナゴとタイリクバラタナゴの  
      交雑による影響評価　　など 
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水槽による飼育展示やビオトープを活用した
保全の実施など 

ビオトープが活用できれば、保護増殖にも　
御協力いただけます（Ƃő7�Ł:�H?)） 
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いくつかの生息地では、地域と協同で 
実際の作業に御協力いただくことができます 

32 

生息地における草刈りや護岸整備などの作業 
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アメリカザリガニやタイリクバラタナゴなど
の外来種を採った場合には、駆除（もしくは、　 
持ち帰って飼育するなど）をお願いします 
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環境保全のために、ミヤコタナゴの生息する
市町村に寄付していただくこともできます 

ð�ŜLõŏ'3�./#%54qvY
ahZżĴ9.B9¢ŘúÁ87H?)�

http://www.furusato-tax.jp/merit_b.html 34 
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